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■
実

施

日

時 

　
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
八
日
（
月
） 

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
二
時
三
〇
分 

■
開
　
催
　
地                          

　
大
仙
市
大
曲
街
区
　
大
曲
市
民
会
館 

　
日
の
出
町
街
区
　
JR
大
曲
駅
東
口
　 

　
旧
ヤ
マ
サ
跡
ビ
ル
地 

　
雄
物
川
河
川
緑
地
運
動
公
園 

■
訓

練

想

定 

①
　
数
日
前
か
ら
大
雨
が
続
く
中
、
一
〇

月
一
八
日
午
前
八
時
二
五
分
、
大
仙
市

東
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
一
の
地
震
が
発
生
し
、
大
仙
市
大

曲
の
市
街
地
一
円
で
震
度
六
強
の
激
し

い
揺
れ
を
観
測
し
た
。 

②
　
こ
の
地
震
に
よ
り
多
数
の
建
物
が
崩

壊
し
、
傾
斜
地
危
険
地
域
で
は
土
砂
崩

れ
、
市
街
地
で
は
交
通
事
故
が
多
発
し
、

多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
。 

③
　
ま
た
、
火
災
が
多
発
し
延
焼
拡
大
の

様
相
を
呈
し
、
大
雨
の
影
響
で
増
水
し

た
河
川
は
氾
濫
危
険
に
迫
り
、
市
民
の

避
難
誘
導
が
急
務
と
な
っ
た
。 

■
訓
練
の
概
要 

①
　
県
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
警

察
、
消
防
、
自
衛
隊
、
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
等
の
派
遣
要
請
を
実
施
し
た
。                

②
　
県
内
各
消
防
本
部
で
は
、
秋
田
県
広

域
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
応

援
出
動
を

開
始
し
、

隣
接
四
県

の
緊
急
消

防
援
助
隊

等
も
出
動

し
て
い
る
。 

③
　
大
仙
市

は
災
害
対

策
本
部
を

立
ち
上
げ
、

情
報
収
集
、

避
難
所
開

設
、
道
路

交
通
の
確

保
な
ど
地

域
防
災
計

画
に
基
づ

き
、
業
務

を
開
始
し

た
。 

④
　
大
曲
地

区
の
市
民

は
、
町
内

会
や
自
主

防
災
組
織

を
主
体
に
公
的
機
関
と
協
力
し
、
自
主

避
難
、
初
期
消
火
、
負
傷
者
の
救
護
救

出
活
動
を
開
始
し
た
。 

■
佐
竹
秋
田
県
知
事
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
地
元
大
仙
市
の
自
主
防
災
組
織
や
防
災
・

防
火
会
の
皆
さ
ん
を
始
め
多
く
の
方
々 

が
、

本
日
の
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
た
。 

　
ま
た
、
県
外
か
ら
参
加
し
て
頂
い
た
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
企
業
の
高
い
技
術
、
そ

し
て
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
や
医
療
関
係

者
の
連
携
し
た
高
度
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

技
能
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
心

強
く
感
じ
た
。 

　
災
害
は
、
何
時
で
も
、
何
処
で
も
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
日
の
訓
練
の
経

験
を
、
実
際
の
災
害
時
に
活
か
し
て
頂
き

た
い
。
ま
た
、
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
、
更
な
る
能
力
の
向
上
や
連

携
の
強
化
を
追
求
し
て
頂
き
た
い
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
た
か
な
」 

　
あ
な
た
を
守
る 

　
　
　
　
　
　
合
言
葉 

地
震
、

地
震
、
多
発
火
災
等

多
発
火
災
等
へ
の
応
急
対
策

応
急
対
策
を
確
認
確
認 
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等
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へ
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応
急
対
策

応
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対
策
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確
認
確
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地
震
、

地
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、
多
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火
災
等

多
発
火
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等
へ
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応
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策

応
急
対
策
を
確
認
確
認 

地
震
、
多
発
火
災
等
へ
の
応
急
対
策
を
確
認 

　
平
成
二
二
年
度
秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
が
一
〇
月
一
八
日（
月
）、五
五
機
関
・
団
体
か

ら
約
五
，〇
〇
〇
人
が
参
加
し
、実
施
さ
れ
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、災
害
対
策
基
本
法
及
び
秋
田
県
並
び
に
大
仙
市
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、防
災
関
係
機
関
や
地
域
住
民
等
が
協
力
し
て
、地
震
や
火
災
等
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
を

行
い
、災
害
の
予
防
と
災
害
応
急
対
策
等
の
防
災
活
動
が
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。   
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県
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総
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（１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年11月15日（毎月１回15日発行） №681



秋田県消防協会大館北秋田支部 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年９月５日（日） 

北秋田市鷹巣地区及びその一円 

300名（17機関・団体） 

・９月５日午前９時30分、森吉山
を震源とするマグニチュード
6.9の地震発生 
・鷹巣地区で震度６強を記録 
・家屋倒壊、ライフライン寸断、
土砂崩れなど甚大な被害が発生 

・被害情報等の迅速な収集と伝達 
・避難誘導と火災防御相互の連携 
・傷病者発生時の救急救助対応 

男　　鹿　　市 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年５月26日（水） 

男鹿市戸賀地区 

400名（22機関・団体） 

・５月26日午前９時55分、男鹿沖
でマグニチュード7.7の地震発生 
・戸賀地区で震度６強を観測 
・建物の倒壊、ライフラインの損
壊等が多発 
・沿岸部には津波警報が発令 

・津波による海難救助救出訓練 
・ガス・水道保守保安復旧訓練 
・避難訓練と要救助者救出訓練 

秋　　田　　市 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年９月１日（水） 

秋田駅前アゴラ広場　他 

900名（37機関・団体） 

・９月１日午前６時30分、秋田市
で地震が発生、震度６強を記録 
・多くの建物の倒壊や土砂崩れな
どで多数の死傷者が発生 
・数カ所で火災が発生 
・道路やライフラインにも被害 

・有害化学物質漏洩防御訓練 
・街区火災防御訓練 
・緊急工作隊派遣訓練 

由 利 本 荘 市 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年９月５日（日） 

由利本荘市矢島地域 

470名（10機関・団体） 

・９月５日午前７時５分、秋田県
南内陸部を震源地とする震度６
弱の直下型地震が発生 
・矢島地域舘町では火災発生 
・矢島駅前地区では崩壊した建物
の下敷きで負傷者が発生 

・火災防御訓練 
・避難誘導、避難介助訓練 
・緊急搬送訓練 

　 　 防 災 訓 練 の 実 施 状 況  　 　 防 災 訓 練 の 実 施 状 況  

№681（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年11月15日（毎月１回15日発行）（２）



に　か　ほ　市 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年９月12日（日） 

にかほ市仁賀保地区　他 

3,700名（81機関・団体） 

・地震により各地区で火災が発生
し、多数の負傷者が発生 
・火災の発生状況　　　　　　　
　午前９時10分、仁賀保地区　
　午前10時、金浦地区　　　　
　午前10時45分、象潟地区　 

・団地住民による初期消火訓練 
・福祉施設での要援護者避難訓練 
・トリアージと医療活動訓練 

仙　　北　　市 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年８月24日（火） 

仙北市西木地域 

830名（27機関・団体） 

・13時15分、秋田県内陸南部を
震源とする直下型地震が発生 
・西木地域では震度６強を記録 
・西木地域では建物の崩壊、ライ
フラインにも被害が発生 
・西木地域内数カ所から火災発生 

・倒壊建物からの救出・救護訓練 
・防災ヘリによる空中消火訓練 
・ＡＥＤ操作訓練 

横　　手　　市 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年８月26日（木） 

横手市増田地域 

1,000名（18機関・団体） 

・８月26日午前９時、秋田県内陸
南部で強い直下型地震が発生 
・市東部で最大震度６強を記録 
・増田地域周辺では家屋倒壊、橋
や道路の損壊、建物火災が発生 
・負傷者も発生 

・福祉施設の初期消火、避難訓練 
・中心商店街の火災防御訓練 
・倒壊建物からの救出訓練 

湯沢市雄勝郡 

開 催 日 

開 催 地 

 

 

訓練想定 

 

 

主　　な 

訓練内容 

 
参加人員 

平成22年８月25日（水） 

羽後町 

350名（14機関・団体） 

・８月25日午前９時、震度６強の
直下型地震が発生 
・学校等の公共建物、一般住宅や
店舗より出火 
・建物損壊等により負傷者が多数
発生 

・現場救護所設置訓練 
・集団救急、救急搬送訓練 
・特殊建物での避難誘導訓練 

各 地 域 に お け る 総 合 　 　各 地 域 に お け る 総 合 　 　

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年11月15日（毎月１回15日発行） №681



火の用心　７つのポイント 

　最近10年間の火災動向を見ると、63,651件を記録した平成14年以降、概ね減少傾向となっていますが、

死者は毎年2,000人前後に上っています。 

　火災による被害をなくすためには、 

　　　　○火災が起きる原因を知り、日頃から注意すること。 

　　　　○そして、万が一、出火したときにどのように行動すべきかを覚えていることです。 

　　　　○住宅火災で「逃げ遅れ」による死者は全体の６割を占めています。住宅用火災警報器を設置する

ことも重要な対策の一つです。 

　火災による被害を少なくしていくためには、家族、地域ぐるみで防火意識を高めることが大切です。 

1 放火対策　家まわりの整理整頓を 

　¡家のまわりに燃えやすい物は置かない。 

　¡ゴミなどは、指定された日時に出す。 

　¡車庫、物置などの戸締まりも忘れずに。 

2 調理中はコンロから離れない 

　¡コンロから離れるときは、必ず火を消す。 

　¡コンロのまわりに燃えやすい物は置かない。 

3 正しい喫煙と後始末を完全に 

　¡喫煙は必ず灰皿のあるところで。 

　¡火の付いたたばこの投げ捨ては絶対しない。 

　¡寝たばこはしない、させない。 

4 強風時や乾燥時は、たき火をしない 

　¡火を付ける前に、消火器や水バケツを用意。 

　¡消えたと思っても、再度水をかけるなど完全に

消火されたことを確認。 

5 子どもに火遊びをさせない 

　¡子どもに火の正しい使い方、恐ろしさを教える。 

　¡子どもの手の届くところに、マッチやライター

は置かない。 

6 ストーブまわりの整理整頓を 

　¡衣類やふとん、カーテンなど、ストーブのまわ

りに燃える物を近づけない。 

　¡ストーブの近くで洗濯物を干すのは厳禁。 

　¡ストーブへの給油は、完全に火を消してから行

う。 

7 たこ足配線はしない 

　¡コードの上に重い物を置いたり、コードを無理

に曲げたりして使わない。 

　¡コンセントや差し込みプラグは定期的に確認し、

いつもきれいにしておく。 

防災対策シリーズ① 火災対策

火災を防ぐための７ポイント 

火災の推移 

出火原因別出火件数（平成20年中） 主な出火原因別の出火件数（平成20年中） 
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ス
ト
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火
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配
線
器
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マ
ッ
チ
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ラ
イ
タ
ー 

電
気
機
器 

排
気
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溶
接
機
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切
断
機 

灯
火 

電
気
装
置 

電
灯
電
話 

等
の
配
線 

（件） 

失火 
34,353件 
（65.6％） 

失火 
34,353件 
（65.6％） 

放火・放火の疑い 
10,776件（20.6％） 

自然発火・再燃 
801件（1.5％） 

天災　410件（0.8％） 

不明　6,054件（11.6％） 

出火件数 
52,394件 
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本
県
の
推
計
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及
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は
四
〇
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六
パ
ー
セ
ン
ト 

本
県
の
推
計
普
及
率
は
四
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト 

参考文献：平成21年版『消防白書』・平成22年度版『消防団幹部実務必携』 
　　　　　家庭防災Ｑ＆Ａ（秋田県） 

№681（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年11月15日（毎月１回15日発行）（４）



　
消
防
庁
は
、
こ
の
度
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
以
下
、
「
住
警
器
」
と
い
う
）
の

普
及
率
に
つ
い
て
、
平
成
二
二
年
六
月
時

点
で
の
推
計
値
を
公
表
し
た
。 

　
平
成
二
二
年
六
月
時
点
の
全
国
の
推
計

普
及
率
は
五
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
前

回
の
平
成
二
一
年
一
二
月
時
点
の
五
二
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
進

捗
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

■
普
及
率
が
特
に
高
い
地
域
で
の
取
組 

　
消
防
庁
が
普
及
率
の
特
に
高
い
地
域
（
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
市
）
の
消
防
本
部

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防

本
部
で
は
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
次
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。 

○
市
内
全
世
帯
に
広
報
資
料
を
配
付 

○
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
住
警

器
の
共
同
購
入 

○
全
消
防
署
、
全
職
員
を
挙
げ
た
総
合
的

な
取
組 

○
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
よ
る
集
中
的
な

普
及
活
動 

○
管
内
の
火
災
統
計
に
よ
る
効
果
分
析
を

用
い
た
広
報
活
動 

○
地
元
テ
レ
ビ
局
と
連
携
し
た
住
警
器
の

奏
功
事
例
の
放
送 

■
本
県
の
普
及
状
況 

　
今
回
の
推
計
普
及
率
は
四
〇
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
前
回
（
平
成
二
一
年
一
二
月
）

に
比
べ
七
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
が
、

全
国
平
均
の
五
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
平
均
の
五
四
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

  

失火 
34,353件 
（65.6％） 

6,396

5,534
5,063

4,380

3,023

1,813 1,684 1,509 1,417 1,125 959 949 661 631 581 579

住
宅
用
火
災
警
報
器 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
予
防
課 

本
県
の
推
計
普
及
率
は
四
〇

本
県
の
推
計
普
及
率
は
四
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

六
パ
ー
セ
ン
ト 
本
県
の
推
計
普
及
率
は
四
〇

本
県
の
推
計
普
及
率
は
四
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

六
パ
ー
セ
ン
ト 
本
県
の
推
計
普
及
率
は
四
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト 

北海道 

東　北 

 

 

 

 

 

 

 

関　東 

東　海 

東近畿 

近　畿 

中　国 

四　国 

九　州 

全　国 

58.5％ 

47.0 

67.2 

41.1 

74.7 

32.8 

37.7 

35.5 

29.7 

54.3 

61.3 

55.0 

51.2 

40.3 

30.9 

49.6 

52.0

62.5％ 

54.4 

69.1 

50.0 

78.7 

40.6 

40.0 

46.2 

42.9 

62.2 

66.0 

60.9 

55.1 

44.8 

38.9 

55.3 

58.4

ブロック 

＊「ブロック」は全国消防長会の支部単位 

推計普及率 

推計普及率（ブロック別） 

平成21年12月 平成22年６月 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

福島県 

新潟県 

平成23年５月末 
までに 

取付けてネ！ 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年11月15日（毎月１回15日発行） №681



　
第
六
四
期
初
任
教
育
の
入
校
生
は
、
九

月
一
七
日
の
修
了
式
か
ら
早
い
も
の
で
二

ヶ
月
が
過
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
消
防
本

部
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。 

　
今
月
は
、
修
了
式
を
間
近
に
控
え
た
入

校
生
の
心
境
を
綴
っ
た
文
を
紹
介
す
る
。 

『
消
防
学
校
を
ふ
り
か
え
っ
て
』 

 

　
　
　
　
　
　  

秋
田
市
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
　
　
　
原

田

悠

平 

 

　「
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、全
て
理
解

し
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
。」と
い
う
目
標
を
持
っ
て
消
防

学
校
に
入
校
し
て
か
ら
五
ヶ
月
半
が
経
ち

ま
し
た
。
目
標
を
達
成
で
き
た
か
と
言
わ

れ
る
と
、正
直
、達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
学
ん
だ
こ
と
は
数
多
く
あ
り

ま
す
。
日
々
の
訓
練
、
今
日
歩
大
会
、
野
営

訓
練
な
ど
を
通
し
て
は
、
仲
間
と
協
力
し

て
一
つ
の
事
を
達
成
で
き
た
と
き
の
感
動

や
、
反
対
に
自
分
が
ミ
ス
す
る
こ
と
で
チ

ー
ム
全
体
の
ミ
ス
と
な
っ
て
し
ま
う
、
一

人
ひ
と
り
の
責
任
感
の
重
大
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
実
際
に
部
屋
の
仲
間

と
何
度
も
走
る
練
習
を
し
て
臨
ん
だ
今
日

歩
大
会
で
準
優
勝
し
た
こ
と
や
、
訓
練
で

一
人
が
ミ
ス
を
す
る
こ
と
で
そ
の
訓
練
は

失
敗
と
な
り
、
何
度
も
腕
立
て
を
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
は
大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
あ
る
日
の
生
活
日
誌
の
教
官
の

コ
メ
ン
ト
に
「
原
田
に
〝
折
れ
な
い
心
〞

を
臨
み
ま
す
。
自
分
に
そ
の
気
が
な
く
て

も
外
見
に
表
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。」と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
文
章
を
見
て
少
し
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
が
、自
分
で
も
納
得
し
、な
ぜ

か
そ
の
日
を
境
に
〝
や
っ
て
や
ろ
う
〞
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
文
章

の
続
き
に
は
「
コ
ツ
は
自
分
の
心
の
中
に

線
引
き
を
す
る
こ
と
。例
え
ば
、こ
の
線
よ

り
下
が
ら
な
い
。
こ
の
線
よ
り
上
に
は
居

る
。
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
一
回
一
回
の
訓

練
で
自
分
の
目
標
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
、

こ
の
目
標
は
必
ず
達
成
す
る
こ
と
と
自
分

の
中
で
目
標
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。そ
れ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

自
分
の
中
で
訓
練
に
対
す
る
意
識
が
も
の

す
ご
く
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
勉
強
不
足
、知
識
不
足
で
、今
で
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
消
防

学
校
に
入
っ
て
か
ら
の
一
ヶ
月
〜
二
ヶ
月

間
は
、出
来
な
い
事
も
多
く
、要
領
も
悪
い

の
で
「
自
分
は
消
防
に
向
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。」と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、放
課
後
に

訓
練
の
復
習
を
し
て
い
る
仲
間
を
見
て
い

て
、
自
分
も
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
自
分
も
努
力
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
消
防
に
向
い
て

い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
「
消

防
向
き
の
人
間
に
な
っ
て
や
る
」
と
い
う

プ
ラ
ス
の
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
大
学
時
代
は
自
由
で
拘
束
さ
れ
る
こ
と

も
無
い
生
活
を
送
っ
て
き
た
の
で
、
消
防

学
校
に
入
校
し
た
と
き
は
そ
の
真
逆
の
生

活
を
送
る
こ
と
に
な
り
、
初
め
は
苦
労
し

ま
し
た
が
、
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
仲

間
と
過
ご
す
時
間
は
と
て
も
楽
し
い
時
間

で
大
切
な
思
い
出
で
す
。
今
で
は
卒
業
し

た
く
な
い
と
さ
え
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
こ
の
五
ヶ
月
半
、
毎
日
の
訓
練
は
も
ち

ろ
ん
、
行
事
へ
の
参
加
な
ど
様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
、
八
五
人
の
学
生

一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
頂
い

た
こ
と
、
教
官
方
に
と
て
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、消
防
学
校
の
関
係
者
の
方
々

に
も
、
様
々
な
面
か
ら
私
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
き
、と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
消
防
学
校
は
、
最
高
の
仕
事
を
し
て
い

く
た
め
に
、
自
分
の
出
来
る
限
り
の
精
一

杯
の
努
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。所
属
に
戻
っ
て
か

ら
も「
即
戦
力
と
し
て
活
躍
し
た
い
。」と
い

う
気
持
ち
は
忘
れ
ず
に
努
力
し
続
け
ま
す
。 

（
資
料
提
供
＝
秋
田
県
消
防
学
校
） 

秋
田
県
消
防
学
校 
消
防
学
校
を
ふ
り
か
え
っ
て

消
防
学
校
を
ふ
り
か
え
っ
て
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トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
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　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588
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日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 
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旗 幕 類 名 入 染 物 専 門 
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横手市清川町　Q32－0416



１．目　　的　少年少女の防火意識を高めるとともに、一般県民の防火思想の普及啓発を図ることを目的           

　　　　　　　とする 
 

２．主　　催　秋田県・（財）秋田県消防協会 
 

３．後　　援　秋田県教育委員会・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局 
 

４．募集規定　（１）ポスター 

　　　　　　　　　 イ 色数、表現方法は自由とし、防火思想の普及に適するものであること 

　　　　　　　　　 ロ 大きさはＢ３版又は画用紙四つ切大（54㎝×38㎝）程度であること 

　　　　　　　　　 ハ 一人一点とする 

　　　　　　　（２）応募資格　県内の小・中学校の児童生徒 

　　　　　　　（３）募集期間　平成22年11月１日～12月31日（12月31日の消印有効） 

　　　　　　　（４）審　　査　学識経験者・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局・秋田県 

　　　　　　　　　　　　　　　（財）秋田県消防協会で構成する審査会において行います。 

　　　　　　　（５）入賞発表　平成23年２月上旬頃、秋田魁新聞紙上にて発表 

　　　　　　　（６）　　賞　　　次の入賞者には、学校を通じて賞状と図書カードを贈呈します。 

　　　　　　　　　　　　　　　一席5,000円　二席3,000円　三席2,000円　佳作1,000円 

　　　　　　　　　　　　　　　小学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで 

　　　　　　　　　　　　　　　中学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで 
 

５．募集条件　（１）応募作品は返却できません。また入賞作品の版権は主催者に帰属します。 

　　　　　　　（２）募集規定に違反した作品は採用いたしません。 

　　　　　　　（３）作品には市町村名、学校名、学年、氏名（ふりがな）、性別を記入した名札（たて6㎝

　　　　　　　　　 よこ20㎝）を作品の右下に必ず貼り付けてください。 

　　　　　　　　　　【記入例】                                                                               

 

 

 

 

 
              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ふりがなは必ずご記入ください。 
 

６．ポスターの作製 

　　　　　　　一席に入賞した作品どちらか1点で防火ポスターを作製しますので、作者の学校名・学年

　　　　　　　・氏名をポスターに記載することを予めご了承ください。  
 

７．送 り 先　〒010-0951　秋田市山王4-1-2　秋田地方総合庁舎 （財）秋田県消防協会あて　 

　　　　　　　お問合せ先　TEL 018-867-7320 

　　　　　　　※ 作品を送付される場合、送料は応募者がご負担ください。  
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平成21年度作品 

平
成
20
年
度
作
品 

藤里小学校　伊藤絵梨華さん 能代第一中学校　 
　　大 　純奈さん 

能代第一中学校　 
　　牧野　文香さん 

元西小学校　 
　　小野なご美さん 
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す
す
め
！  

女
性
消
防
団
員
！ 

 
＝ 

横
手
市
平
鹿
消
防
団 

＝ 

建　　物 

林　　野 

車　　輌 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 
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平成22年 平成21年 同期比較 

14 

0 

3 

4 

21 

1 

2

10月 

196 
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2 

5

10月 
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46 

44 

97 
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36 

46

年計 

194 

46 

34 

93 
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29 
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累計 10月 累計 火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

火
災
火
災
の
発
生
状
況

発
生
状
況 

＝ 

速

報

速

報

値 

＝ 

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
） 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 

　
平
成
二
〇
年
一
月
の
女
性
消
防
団
員
誕

生
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
訪
問
で
の
防
火
意

識
の
啓
発
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

指
導
等
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開

し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
主
に
後
方
支
援
的
な
活
動
を
す

る
中
で
、
男
性
団
員
の
ポ
ン
プ
操
法
等
を

見
守
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
女
性
団
員

と
し
て
可
能
な
操
法
に
も
携
わ
り
た
い
と

い
う
積
極
的
な
思
い
か
ら
軽
可
搬
ポ
ン
プ

操
法
に
取
組
み
、
二
二
年
七
月
に
開
催
の

平
鹿
地
区
消
防
訓
練
大
会
で
は
、
み
ご
と

に
操
法
訓
練
を
披
露
し
、
大
会
に
華
を
添

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
家
事
や
仕
事

の
た
め
、
充
分
な
練
習
時
間
を
と
る
こ
と

が
出
来
な
い
状
況
下
で
、
大
会
当
日
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
操
法

か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
女
性
消
防
団
の
活
発

な
活
動
の
展
望
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
に
は
昨
年
度
の
岡
山
大
会
に
引
き
続

き
今
年
度
の
奈
良
大
会
に
も
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
活
動
の
場
で
活
躍
し
て
い

る
他
消
防
団
の
女
性
団
員
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
を
啓
発
し
、
意
識

改
革
を
図
り
活
性
化
に
繋
が
る
運
動
に
ま

す
ま
す
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
で
八
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
女
性
団

員
も
年
々
増
え
現
在
は
一
三
名
と
な
り
ま

し
た
。
女
性
団
員
に
止
ま
ら
ず
、
高
齢
化
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
る
消
防
団
員
の
減

少
対
策
は
避
け
ら

れ
な
い
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

魅
力
あ
る
活
動
の

場
を
拡
げ
て
い
く

こ
と
、
そ
の
中
で

意
識
を
良
い
ほ
う

へ
導
く
こ
と
が
、

解
決
の
方
法
の
ひ

と
つ
と
な
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に

活
動
し
て
い
ま
す
。 

（
情
報
提
供
＝
横

手
市
支
部
） 

地
震
、
多
発
火
災
等
へ
の
応
急
対
策
を
確
認 

地
震
、
多
発
火
災
等
へ
の
応
急
対
策
を
確
認 

地
震
、
多
発
火
災
等
へ
の
応
急
対
策
を
確
認 

● 

秋
田
県
・
大
仙
市 

● 

平
成
二
二
年
度（
第
四
八
回
） 

秋
田
県
総
合
防
災
訓
練 

　
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
（
木
）

に
予
定
し
て
い
た
秋
田
県
女
性
消

防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
開
催

日
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

  
変
　
更
　
後 

　平
成
二
十
三
年
二
月

九
日
（
水)  

　「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」  

 
 

　に
て 

秋田県女性消防団ネットワーク会議 

開催日変更のお知らせ 

秋田県女性消防団ネットワーク会議 

開催日変更のお知らせ 
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